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デジタルな形をあてはめる

外れ値存在下での離散多項式曲線あてはめ

問題設定

提案手法

実験

動機 貢献

曲線を見つけることは画像解析において重要 デジタル画像の中で曲線はピクセルの集合 離散 （デジタル） 曲線あてはめの手法を提案

ピクセル

関弥 史紀 （総合研究大学院大学） 杉本 晃宏 （国立情報学研究所）
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離散多項式曲線 離散多項式曲線あてはめ

[Tautant et al., 2014]
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基本の手続き ： 逐次更新

少数のインライアーから始め これ以上追加できなくなるまで

実行可能領域の重なりをどう追跡する？
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ひとつずつインライアーを追加

領域が重なる

-> 追加できる

領域が重ならない

-> 追加できない

重なり部分の頂点を追跡

個々の領域の形を決める超平面の交点として得られる

次ステップの頂点は，

現在ステップの頂点を決める超平面および

追加される領域の形を決める超平面の

交点として計算できる

超平面

超平面

インライアー＋１

追加される

インライアーの

領域

入力データ点群

データ点数 600

真値インライアー取得率 計算時間
評価実験 1

1. 離散多項式曲線上に
   真値インライアーを
   ランダム生成

2. 離散多項式曲線からの
   距離が (1,4] の範囲で
   外れ値をランダム生成

外れ値

20%

外れ値

40%

データ点数 200 データ点数 1000

... ...

... ...

生成方法

例 * 次数 d = 2

外れ値発生範囲

離散多項式曲線

評価実験 2

初期インライアー集合

ランダムに選ばれた

d+1 個の真値インライアー

提案手法

初期インライアー集合

RANSAC
[Fischler and Bolles, 1981]

の出力

最小二乗の繰り返し
による最適化

提案手法

RANSAC を用いた初期値生成

単純な初期値生成

* d+1 = 提案手法が使える最小限

* RANSAC はモデルあてはめに

　広く使われる手法

外れ値

20%

外れ値

40%

結果

結果

VS

真値インライアー取得率 計算時間

外れ値

20%

外れ値

40%

提案手法

最小二乗の繰り返し

提案手法

最小二乗の繰り返し

RANSAC

提案手法

最小二乗の繰り返し
提案手法

最小二乗の繰り返し

* 100 試行の平均

* 100 試行の平均

VS

どちらがより多くの

真値インライアーを

追加できる？

提案手法

最小二乗の繰り返し

提案手法

最小二乗の繰り返し

提案手法

最小二乗の繰り返し

提案手法

最小二乗の繰り返し

最小二乗の繰り返し
による最適化

* RANSAC + 最小二乗の繰り返し

　= LO-RANSAC [Chum et al., 2003]

（初期値）

RANSAC（初期値）


